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特集：ヒートポンプによる工場廃熱活用事例

空気熱源ヒートポンプを用いた熱回収提案�
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要約　産業分野に高効率であるヒートポンプを普及させることにより、大きな省エネルギー化および低
炭素化の実現が期待されている。一方、工場では常に熱を発する機械からの排熱により、工場内が昇温
されているため、作業環境改善や製品冷却を目的に、更にエネルギーを利用していることが多い。その為、
機械からの工場内に排気されている熱を活用することによりヒートポンプ機器の効率向上に加え、室外
機から放出される冷排風を利用することによる暑熱対策の実施や冷却設備停止の実現を行うことによっ
て、さらなる削減効果と省エネ化、地球温暖化防止に貢献できると考える。

1．　はじめに

ヒートポンプは地球温暖化対策の切り札と期待され
ており、家庭用や業務用の分野ではエコキュートなど
のヒートポンプが普及している。しかし、産業分野で
はヒートポンプの普及が進んでおらず、この産業分野
に工場排熱や太陽で温められた空気等、捨てている熱
や使われていない熱より熱を回収し、熱エネルギーを
有効に利用することで高効率に利用できるヒートポン
プを普及させることができれば、大きな省エネルギー
化および低炭素化が実現できる。

一方、工場では常に熱を発する機械からの排熱によ
り、工場内が昇温されているため、熱中症防止 / 作業
効率の向上 / 離職率の低減の施策として作業環境改善
の為に空調機の設置を行う場合や、別途製品の冷却を
行うことにより、更にエネルギーを利用していること
が多い。

その為、これら暑熱の原因となる機械からの工場排
熱を活用することによりヒートポンプ機器の効率向上
に加え、室外機から放出される冷排風を利用すること
による暑熱対策の実施や冷却設備停止の実現も期待す
ることができる。

本稿では、当社の各種空気熱源ヒートポンプと工場
内雰囲気を熱源として用いた導入事例について紹介する。

2．　熱 Pu-ton の特徴と導入事例

2.1　熱 Pu-ton の特徴
産業分野の熱風を利用する乾燥工程などでは、化石

燃料を使用した蒸気ボイラや熱風発生装置といった乾
燥装置が広く使われており、ヒートポンプシステムに
よる省エネの要望がある。従来の高温ヒートポンプの
多くは、工場の廃温水から熱回収する水熱源式の熱風
ヒートポンプまたは温水生成ヒートポンプであるた
め、温水を循環させる水配管や温水から温風を生成す
る熱交換器を設置する必要があり、コスト面や設置ス
ペースの確保が困難という課題があった。

熱 Pu-ton は、通常のエアコンと同様に、大気から
熱を取り込む室外機（熱源機）と、熱風を直接生成で
きる室内機（熱風発生装置）のセパレート方式で構成
しており、工場などの熱風を利用する工程に直接室内
機を設置することが可能である。さらに、室外機は自
由な場所に設置することができ、より簡単にヒートポ
ンプシステムを産業分野へ適用することが可能となっ
た商品である。表 1に熱 Pu-ton の主な仕様を示す。

表 1　熱 Pu-ton の主な仕様


